
蒼そ
う
か
い海

と
遠
く
の
山
が
波
の
よ
う
に
望
め
、

西
北
は
連れ

ん
ぽ
う峰

が
横
た
わ
る
。
帯
の
よ
う
に

輝
く
長
い
川
（
太お

お
た
が
わ

田
川
か
？
）
と
町
（
広

島
城
下
）
が
あ
る
。
弁
当
を
食
べ
、
詩
を

作
っ
て
楽
し
ん
だ
。

筆
者
は
金
子
忠
福
で
号
が
楽ら

く
ざ
ん山

で

す
。
忠
福
は
何
と
読
む
か
は
不
明
で
す
。

大
正
14
（
１
９
２
５
）
年
に
刊
行
さ
れ

た
『
芸げ

い
び
せ
ん
て
つ
で
ん

備
先
哲
伝
』
に
よ
る
と
、
代
々

東と
う
じ
ょ
う
あ
さ
の
け

城
浅
野
家
に
仕
え
る
医
師
の
家
で
、
楽

山
が
儒
学
を
志
し
、
広
島
藩
の
儒じ

ゅ
し
ゃ者

加

藤
十
千
の
弟
子
に
な
り
ま
し
た
。
安
永

３
（
１
７
７
４
）
年
に
は
藩
の
学
問
所

で
教
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
享
保

４
（
１
７
１
９
）
年
に
生
ま
れ
、
文
化
２

（
１
８
０
５
）
年
５
月
５
日
に
86
歳
で
死

亡
し
て
い
ま
す
。
こ
の
登
山
記
は
寛か

ん
え
ん延

３

（
１
７
５
０
）
年
８
月
の
作
と
あ
り
、
忠
福

が
31
歳
の
時
の
も
の
で
す
。

府
中
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員菅

信
博

府
中
が
農
村
だ
っ
た
こ
ろ
（
21
）
〜
府
中
町
内
の
山
（
４
）

【
第
61
回
】

ふ
る
さ
と
ふ
ち
ゅ
う

呉ご
さ
そ
う
ざ
ん

娑
々
宇
山
は
広
島
か
ら
近
く
、
山

頂
か
ら
の
眺な

が

め
も
良
い
た
め
、
江
戸

時
代
に
も
登
山
を
楽
し
む
人
が
い
ま

し
た
。『
芸げ

い
は
ん
つ
う
し

藩
通
志
』
巻
１
５
１
に

「
登ご

さ
そ
う
に
の
ぼ
る
き

呉
左
曽
宇
記
」
い
う
登
山
記
が
あ
り
ま

す
。
呉
娑
々
宇
は
呉
左
曽
宇
と
表
記
し
て

い
ま
す
。
縦
20
字
29
行
で
全
５
７
９
字
の

漢
文
で
書
か
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
山
の

様
子
が
分
か
る
部
分
の
み
要よ

う
や
く約

を
紹
介
し

ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
は
活
字
で
掲
載
さ

れ
て
い
る
復
刻
版
『
芸
藩
通
志
』
を
探
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

呉
左
曽
宇
山
は
広
島
城
の
東ひ

が
し
い
ち
り

一
里
（
約

４
㎞
）
あ
ま
り
に
あ
り
、
自
分
も
数
年
前

に
師
匠
の
加
藤
十じ

っ
せ
ん千

先
生
と
一
緒
に
登
っ

た
が
、
今
年
８
月
16
日
に
友
人
と
共
に
登

っ
た
。
麓ふ

も
との

知
人
宅
で
弁
当
を
準
備
し
た
。

麓
か
ら
中
腹
ま
で
は
大
木
が
密
生
し
葉
が

青
々
と
茂
っ
て
い
る
。
道
は
狭
く
険
し
い
。

中
腹
で
は
茅か

や

や
芝し

ば

が
生
え
草
が
群
が
り
茂

っ
て
い
る
。
道
は
極
め
て
険
し
い
。
稜

り
ょ
う
せ
ん線

近
く
は
日
が
差
し
て
明
る
い
。
頂
上
付
近

はひ
ょ
う、

虎
、
竜
や
巨
人
に
似
た
岩
が
重
な

り
合
っ
て
い
る
。
一
番
大
き
い
岩
は
縦
横

２
丈
（
約
６
ｍ
）
あ
り
数
十
人
が
座
れ
そ

う
で
博ば

く
ち
い
わ

打
岩
と
い
う
。
頂
上
の
空
は
澄
み
、

清
々
し
く
四
方
が
見
渡
さ
れ
る
。
東
南
は

見

再
発

『芸藩通志』巻151
（国立公文書館
デジタルアーカイブ）

好きを形に。府中町のおさかな博士の挑戦
「これはね、メカジキ！」
図鑑を開き、目を輝かせて教えてくれたのは、府
中町に住む山城 飛

ひ ょ う ま

陽真ちゃん（５歳）です。
「ここがかっこいいんだよ」と身振り手振りで教え

てくれて、魚の名前だけでなく、特徴や習性まで詳しく話す姿に、大
人も思わず聞き入ってしまいます。３歳の頃から、祖父と一緒に釣り
をしたり、水族館へ出かけたりしながら、魚に親しんできました。
そんな飛陽真ちゃんの「資格を取りたい」というひとことから挑
戦したのが、日本さかな検定です。「息子の『好き』という気持ち
を形に残してあげたい」というご両親の願いもあり、親子二人三脚
の日々が始まりました。
受験を決めてから試験日までは約１か月。毎日１時間ほど、図鑑
や過去問題に向き合い、30種類もの漢字を覚え、大人でも難しい全
国の郷土料理も一生懸命覚えたそうです。
努力が実を結び、飛陽真ちゃんは見事、最年少で３級に合格しま
した。「覚えるのは大変だったけど、魚が好きすぎるから楽しかっ
た！」と笑う飛陽真ちゃん。「将来はさかなクンになりたい！」と夢
も教えてくれました。
ご両親は「頑張った時間は、きっと子どもの中に残ると思いま
す。これからも、好きなことを大切に、応援していきたいです」と
温かな思いを話してくれました。
夢に向かってまっすぐ進む飛陽真ちゃんの毎日は、これからも魚
たちとともに続いていきます。

レポート
まち記者
魅力発信！

土生 けい さん

ふ
る
さ
と
ふ
ち
ゅ
う

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

イ
ク
フ
レ

ま
ち
の
わ
だ
い

町
か
ら
の
お
知
ら
せ
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